
豊かな森があってこそ，人の暮らしに欠かせない水や空気は供給されます。しかし、日本の国

土の３分の２を占める森林のほとんどが手入れをされず荒廃しております。水源地である神奈

川県相模原市相模湖町では、商工会・NPO法人「緑のダム北相模」・民間企業が協動して実行委員

会を組織し、森林再生事業を創出する活動を行っております。実行委員会では桂川・相模川流域

の間伐の実施と「間伐材」・「FSC認証材」などの活用を普及させるために、デザインアイディア

の募集をいたします。また入賞者の作品を、実行委員会・作者・生産者・家具等の製作者・消費

者が協力して製品化を図る「生産者と消費者を結ぶ流域ネットワーク事業」を通じて、森にお金

を返す支援活動に取り組んでいます。「森づくり・モノづくり」コンテストにプロ・アマチュア

を問わず多数の皆様の応募をお待ちしております。

募集期間｜2009年11月1日─12月10日（必着）

主催｜森林再生事業促進実行委員会

共催｜相模湖町商工会　NPO 法人「緑のダム北相模」

後援｜神奈川県　相模原市　相模湖観光協会

協賛｜㈲シンワ工芸

協力｜㈱エコナノクラブ　㈱ベル研究所　㈱マルモ出版

送付先・お問い合せ先

森林再生事業促進実行委員会事務局（相模湖町商工会内）
〒 229-0101 神奈川県相模原市相模湖町与瀬 896

TEL.042-684-3347（担当／大神田）

応募方法｜未発表のデザイン、作品を A3サイズ（横扱い

／ 3～ 5ミリ）のボード 1枚にまとめたものを以下の送

付先に提出してください。表現方法は自由。作品裏に

応募部門・題名・氏名・所属・連絡先を必ず明記してく

ださい。（連絡先は学校単位ではなく各個人ごとに明記

のこと） 

※写真も可、図面は着色も可とします。
※作品の表に応募者が解る表記をしたものは失格といたします。
※発表済み、デザイン盗用と判明したものは失格といたします。
※応募作品は返却いたしません。

審査委員｜

小田原健（家具デザイナー）

古谷誠章（建築家）

白砂伸夫（ランドスケープアーキテクト）

荻野時夫（相模湖町商工会長）

石村黄仁（NPO法人「緑のダム北相模」事務局長）

佐々木盛道（㈲シンワ工芸代表取締役）

 

※製品化─森林再生事業促進実行委員会が製品化のため「ＦＳ
Ｃモノづくり研究会」を組織し、積極的に「間伐材」や「ＦＳ
Ｃ認証材」を推奨する目的で、入賞者や応募作品の中から製品
化を進めていきます。但し、全ての最優秀賞・優秀賞が必ずし
も製品化されるものではありません。

森を守るために・・・森にお金を返す支援活動
第 3 回 　「間伐材」と「FSC認証材」を生かした

賞金｜

間伐材活用部門
●最優秀賞（1 点）

●優秀賞（2 点）

●佳作（5 点）

シンワ工芸特別賞（2 点）

●まちの「いたわりベンチ」賞

●家庭の「学習机」賞

ランドスケープ部門
●最優秀賞（1 点）

●優秀賞（2 点）

●佳作（5 点）

　─ 10 万円

  ─ 5 万円
─ 記念品

       ─ 10 万円

       ─ 10 万円

　─ 10 万円

  ─ 5 万円
─ 記念品

実施スケジュール｜

12 月 10 日

  1 月 18 日

  1 月 末 日

  4 月 29 日

コンペ締切（必着）

審査会

審査発表　

展示会・表彰式

「相模湖やまなみ祭」（予定）

応募資格｜

建築家，デザイナー，ランドスケープアーキテクト，

作家，一般，学生など（個人、グループを問わず）

応募エリア｜全国

応募部門｜

間伐材活用部門（審査 A 部門）
●家具,エクステリア用品，ガーデニング用品，室内外遊具，小モノ等のデザイン

特別部門 （審査 B 部門）
●まちの「いたわりベンチ」のデザイン
●家庭の「学習机」のデザイン

ランドスケープ部門（審査 C 部門）
●森林景観づくり
●森林景観を考えた施設・設備のデザイン


